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　この講演では、重粒⼦線がん治療装置における東芝エネルギーシ
ステムズ社の最新技術開発の取組みについて述べる。東芝エネル
ギーシステムズ社では、これまで量研機構/放医研(QST/NIRS)
の重粒⼦線がん治療施設整備に参画し、先進技術を開発してきた。
代表的な技術は次の通りである。

1) 患者⾼速位置決め
2) 3D⾼速スキャニング
3) 呼吸同期照射
4) 超伝導技術を⽤いた回転ガントリー

これらの技術は、既存の施設である放医研新治療研究棟、神奈川
県⽴がんセンター、また現在建設中の⼭形⼤学重粒⼦施設、韓国・
延世⼤学医療院に採⽤されている。

講演では、これらを説明するとともに、今後の取組みについても
触れることにする。
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「重粒⼦線がん治療装置の最新技術」


